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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
会
の
活

動
に
際
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
、
夏
に
は
、
昨
年
度
の
全
国
高

等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会
茨
城
大
会
に

続
き
、
三
重
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋

に
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
デ
フ
ア
ス
リ
ー

ト
を
対
象
と
し
た
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
東
京
2
0
2
5
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
も
高
校
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
は
、
自
己

実
現
や
自
己
肯
定
感
の
向
上
、
そ
し
て
共
生

社
会
の
実
現
に
も
繋
が
り
ま
す
。

本
会
は
、
家
庭
や
家
族
、
家
庭
教
育
や

子
育
て
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
講
演
や
研

修
、
体
験
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
の
場
を
設

け
、
広
く
情
報
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人

一
人
の
子
ど
も
た
ち
の
自
己
実
現
や
自
己
肯

定
感
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も

一
人
一
人
の
保
護
者
と
学
校
の
絆
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に

暮
ら
し
、
学
べ
る
環
境
を
守
り
、
そ
の
上
で

様
々
な
体
験
か
ら
、
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
切
に
願
い
な
が
ら
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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こ
の
た
び
令
和
7
年
度
「
優
良

P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
力

を
合
わ
せ
て
活
動
を
続
け
て
き
た

成
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
心

よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

は
、
昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
た
定

時
制
・
通
信
制
の
単
位
制
高
校

で
す
。
昼
間
制
・
夜
間
制
・
通
信

制
の
3
課
程
を
備
え
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
学
習

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
学
べ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。
自
由
で
温
か

な
校
風
の
も
と
、
生
徒
の
主
体
的

な
学
び
と
自
立
を
育
む
学
校
で

す
。本

校
P
T
A
は
、
健
全
育
成
・

研
修
・
広
報
の
専
門
委
員
会
を
中

心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

や
家
庭
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利

用
ル
ー
ル
の
共
有
、
講
演
会
や
視

察
研
修
の
企
画
、
会
報
誌
『
桜
梅

桃
李
』
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
、

学
校
と
家
庭
の
絆
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
や
L
I
N
E

な
ど
の
I
C
T
を
活
用
し
た
情
報

共
有
の
効
率
化
や
、
外
部
講
師
を

招
い
た
「
コ
ー
ヒ
ー
講
座
」、
文

化
祭
で
の
出
店
企
画
な
ど
、
時
代

に
即
し
た
柔
軟
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
と
家
庭
が

力
を
合
わ
せ
、
生
徒
た
ち
の
笑
顔

と
成
長
を
支
え
る
温
か
な
P
T
A

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

優
良
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」を
受
賞
し
て

県
立
水
戸
南
高
等
学
校
P
T
A

コーヒー講座

第
71
回
関
東
地
区
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会

「
埼
玉
大
会
」に
参
加
し
て

県
立
佐
和
高
等
学
校
長　

鈴
木　

猛

関
東
地
区
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会

三
重
大
会
が
8
月
21
日
（
木
）

〜
22
日
（
金
）
の
日
程
で
、
津
市

産
業
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
出
会
い

は
じ
ま
る
常
若
の
く
に
」
サ
ブ

テ
ー
マ
は
「
集
い
、想
い
、継
な
ぐ
」

三
つ
の
重
な
る
明
日
へ
の
力
で
し

た
。1

日
目
、
第
3
分
科
会
に
参
加
。

テ
ー
マ
は
、「
A
I
時
代
に
お
け

る
W
e
l
l
B
e
i
n
g
な
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
で
し
た
。

幸
福
な
生
活
の
ヒ
ン
ト
は
①
親

が
経
験
し
た
出
会
い
な
ど
の
体
験

を
子
に
伝
え
る
②
子
の
行
動
プ
ロ

セ
ス
を
大
切
に
し
て
、
結
果
は
気

に
せ
ず
見
守
る
こ
と
③
若
い
う
ち

は
小
さ
い
失
敗
を
た
く
さ
ん
経
験

す
る
こ
と
④
子
供
は
親
を
見
て
、

親
の
本
当
の
気
持
ち
を
感
じ
取
る

の
で
注
意
。

2
日
目
は
、
井
村
屋
（
株
）
会

長
中
島
伸
子
氏
に
よ
る
記
念
講

演
。
演
題
は
「
尊
厳
は
明
日
の
力
」

〜
壁
を
開
け
る
手
中
の
鍵
〜
。
大

学
時
代
に
事
故
に
遭
遇
、
九
死
に

一
生
を
得
る
も
教
師
の
道
を
断

念
。
そ
の
後
、
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら

働
く
女
性
へ
の
逆
境
に
対
応
し
女

性
初
の
経
営
者
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。印

象
的
な
言
葉
は
①
夢
は
で
っ

か
く
、
根
は
深
く
、
葉
っ
ぱ
は
広

し
②
誰
で
も
良
い
点
を
1
つ
は
持

つ
。
そ
の
人
を
引
き
上
げ
る
の
は

本
人
及
び
周
り
の
人
。

三
重
大
会
は
、
幸
福
感
を
感
じ

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
聞
け
た
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
74
回
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会

「
三
重
大
会
」に
参
加
し
て

県
立
多
賀
高
等
学
校

全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会

専門委員会 文化祭「ワークショップ」

7
月
11
日
（
金
）・
12

日
（
土
）
の
2
日
間
、
第

71
回
関
東
地
区
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
大
会
埼
玉

大
会
が
「
対
話
を
通
し
明

日
を
拓
く
P
T
A
〜
Ｐ
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に 

Ｔ
対
話
を
重
ね 

A

明
日
を
拓
く
〜
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
、
会
場
で
は
映
像
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
埼
玉
県
内
6

校
の
放
送
関
係
の
部
活
動
に
よ
る

映
像
作
品
紹
介
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
の
学
校
も
質
の
高
い
作
品
上
映

に
よ
り
会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
分
科
会

が
開
催
さ
れ
、
私
は
第
2
分
科
会

「
組
織
の
活
性
化
と
P
T
A
」「
進

路
指
導
と
P
T
A
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
神
奈
川
県
立
麻
生
高
等
学

校
、
栃
木
県
立
佐
野
高
等
学
校
の

P
T
A
活
動
内
容
や
特
色
、
力
を

入
れ
て
い
る
内
容
を
拝
聴
し
、
今

後
本
校
P
T
A
活
動
に
も
参
考
と

な
る
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

2
日
目
の
全
体
会
で
は
、
埼
玉

県
立
大
宮
高
等
学
校
音
楽
部
に

よ
る
混
声
合
唱
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
会
場
に
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
音
楽
を
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
開
会
式
で

は
、
大
会
宣
言
文
の
採
択
と
表
彰

式
、
記
念
講
演
と
し
て
第
1
7
0

回
芥
川
龍
之
介
賞
受
賞
作
家
で
あ

る
九
段
理
江
氏
に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
同
じ
関
東
地
区

で
同
じ
高
校
生
世
代
の
子
ど
も
に

関
わ
る
保
護
者
、
教
職
員
・
自
治

体
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
や
現
代
社
会
の
子
ど
も
を

取
り
巻
く
様
々
な
問
題
な
ど
を
共

有
し
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未

来
や
環
境
づ
く
り
を
構
築
す
る
た

め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
本
大
会
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
茨
城
県
各
校
P
T
A
の
皆

様
、
ご
多
用
の
折
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
研
修
内
容
を

各
校
に
お
い
て
有
意
義
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 発表者鬼怒商

沼澤会長挨拶

アトラクション大宮高合唱
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茨
城
県
立
鉾
田
第
一
高
等
学

校
・
附
属
中
学
校
に
よ
る
令
和
7

年
度
山
王
祭
が
6
月
20
日
、
21
日

の
両
日
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
成

功
を
遂
げ
ま
し
た
。

「
成
功
」
と
は
、
一
般
公
開
に

よ
り
非
常
に
多
く
の
方
々
に
来
校

い
た
だ
い
た
こ
と
。
生
徒
た
ち
が
、

来
校
い
た
だ
く
方
々
が
楽
し
め
る

企
画
を
用
意
し
て
お
迎
え
し
、
校

内
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
こ

と
。
そ
れ
が
成
功
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

山
王
祭
は
、
高
校
、
附
属
中
学

校
の
生
徒
、
先
生
方
、
そ
し
て
保

護
者
等
の
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

山
王
祭
に
お
け
る
特
色
の
一
つ

を
例
に
あ
げ
ま
す
と
、
私
た
ち
生

徒
支
援
委
員
は
、
生
徒
会
と
と
も

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や

タ
オ
ル
の
作
成
、
販
売
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
完
成
ま
で
に

は
、
生
徒
会
と
議
論
を
重
ね
、
最

終
的
に
納
得
の
い
く
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
と
タ
オ
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
さ
せ
る
た
め
の
議
論
の
中
で

も
、
生
徒
は
し
っ
か
り
と
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
完
成
さ
せ
、
多

く
の
方
々
に
、
ご
購
入
い
た
だ
き

ま
し
た
。

山
王
祭
は
、
全
校
生
徒
が
主
体

と
な
り
、
生
徒
会
、
山
王
祭
実
行

委
員
、
先
生
方
や
保
護
者
と
作
り

あ
げ
る
、
み
ん
な
で
作
る
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

伝
統
あ
る
進
学

校
の
受
験
勉
強
だ

け
で
は
な
い
、
楽

し
み
な
が
ら
努
力

し
、
他
者
と
協
力

し
、
目
標
達
成
へ

の
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ

イ
ン
や
実
学
を
学

べ
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

11
月
19
日
（
水
）
茨
城
県
三
の
丸

庁
舎
に
て
P
T
A
指
導
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
は
、
県
立
鬼
怒
商
業
高

等
学
校
P
T
A
に
よ
る
「
学
校
と
家

庭
を
つ
な
ぐ
P
T
A
活
動
」
を
テ
ー

マ
に
、
ス
マ
ホ
の
家
庭
ル
ー
ル
づ
く

り
や
、
2
度
の
水
害

の
困
難
に
も
挫
け
ず

保
護
者
と
学
校
が
連

携
し
な
が
ら
情
報
を

共
有
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

取
り
組
む
姿
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
講
師
に
水
戸
市
議
会
議
員
の
滑
川

友
理
氏
を
お
招
き
し
、「
今
知
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

L
G
B
T
Q
〜
今
日
か
ら
当
た
り
前
が
変
わ
る
〜
」
の

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
S
O
G
I
（
性
的
指
向
、

性
自
認
）
や
、
本
人
の
了
解
も
な
く
そ
の
人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
て
し
ま
う
ア
ウ
テ
ィ

ン
グ
は
、
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
行
為

で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

講
師
ご
本
人
が

体
験
し
た
こ
と
を
語

ら
れ
た
時
は
、
思
わ

ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。「
生
ま
れ
持
っ

た
も
の
」
な
の
に
不

安
や
葛
藤
、
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
思
い
を

聞
き
、
誰
も
が
安
心

し
て
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
多
様

性
を
尊
重
し
た
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
と
て
も
充
実
し
た
研
修
に
な
り

ま
し
た
。

令和7年度 PTA指導者研修会に参加して
県高P連副会長　豊　由香里（県立潮来高等学校PTA会長）

　
　
　
　
　
　
　

県
立
鉾
田
第
一
高
等
学
校

生
徒
支
援
委
員
長　

大
槻　

哲
史

学
校
紹
介（
特
色
の
あ
る
活
動
）

実
学
が
身
に
つ
く
山
王
祭

6
月
26
日
（
木
）、
三
の
丸

庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
「
広
報
委

員
研
修
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
（
I
T
短
大
）
専
任
講
師

高
橋
俊
英
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
、「
読
み
た
く
な
る
、
読

ま
せ
る
広
報
誌
作
成
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
題
さ
れ
た

講
義
、
演
習
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、

P
T
A
及
び
広

報
誌
の
役
割
や

存
在
意
義
等
に
つ
い
て
参
加
さ
れ
た
皆
様
と
対
話
を
し

な
が
ら
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

演
習
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
で
は
、
魅
力
的
な
記
事
を
作

成
す
る
た
め
、
記
事
の
文
末
が
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
、

実
際
の
新
聞
を
教
材
と
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
様
々

な
表
現
を
探
し
て
抜
き
出
し
た
り
、
見
出
し
を
つ
け
た

り
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
報
誌
を
持

ち
寄
っ
た
情
報
交
換
で
は
、
各
校
の
広
報
誌
を
相
互
評

価
す
る
際
に
、
肖
像
権
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
や
、
行

事
数
の
減
少
に
伴
い
、
発
行
回
数
・
時
期
の
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
、
近
年
本
校
が
抱
い
て
い

る
課
題
に
他
校
も
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
共
に

解
決
策
を
検
討

す
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま

し
た
。

私
自
身
、
渉
外
係
に
四
年

携
わ
る
な
か
で
の
初
め
て
の
参

加
で
し
た
が
、
今
回
の
研
修
で

広
報
誌
の
質
の
向
上
に
繋
が
る

様
々
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
お
読
み

頂
い
た
P
T
A
関
係
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
次

回
の
研
修
へ
の
参
加
を
ご
検
討

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広報委員研修会に参加して
江尻　浩輔（県立磯原郷英高等学校教諭）

学
校
紹
介
（
特
色
の
あ
る
活
動
）

P
T
A
指
導
者
研
修
会

広
報
委
員
研
修
会

会場風景講演会 鬼怒商業発表

（3）第102号 令和8年2月1日茨城県高等学校PTA連合会
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本
校
は
本
年
創
立
１
2
０
周
年
を
迎
え
た
伝
統
校

で
す
。
こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
地
域

と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現
在
、
本
校
は
地
域

住
民
や
保
護
者
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
年
度
初
め
の
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
は
、
地
域
の
方
々
と
共
に
登
校
す
る
生

徒
を
温
か
く
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
育
成

潮
来
市
民
会
議
の
皆
さ
ん
と
実
施
し
た
「
高
校
生
さ

わ
や
か
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
通
じ
て
、
公
共
の

マ
ナ
ー
を
社
会
全
体
で
見
守
る

ほ
か
、
潮
来
市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地

域
貢
献
を
通
じ
、
生
徒
た
ち
が

郷
土
愛
を
育
む
機
会
を
全
力
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

１
2
０
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
に
立
ち
、
P
T
A
は
こ
れ

か
ら
も
学
校
と
地
域
の
架
け
橋

で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
、
地
域

に
支
え
ら
れ
、
そ
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
。
そ
ん
な
「
地
域
と
と
も
に

歩
む
学
校
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
Ｐ
と
Ｔ
が
手
を
取
り
合
い
、
生

徒
た
ち
の
未
来
を
共
に
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
校
は
、
令
和
九
年
に
創
立
百
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
は
、
高
校
生
と
附
属
中
生
を

合
わ
せ
て
約
9
6
0
名
の
生
徒
が
学
ん
で
い

ま
す
。

本
校
の
P
T
A
組
織
は
、
地
区
別
に
選
出

さ
れ
た
委
員
（
附
属
中
学
校
で
は
、
ク
ラ
ス

別
に
選
出
さ
れ
た
委
員
）
が
年
次
委
員
会
と

専
門
委
員
会
の
両
方
に
所
属
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
本
部
役
員
と
委
員
全
員
で

構
成
さ
れ
る
全
体
委
員
会
、
本
部
役
員
と
各

委
員
会
の
委
員
長
で
構
成
さ
れ
る
総
務
委
員

会
が
設
置
さ
れ
全
体
の
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

主
な
活
動
は
、
全
体
で
の
P
T
A
総

会
・
講
演
会
、
白
堊
祭
（
文
化
祭
）
で

の
P
T
A
出
店
、
学
力
振
興
委
員
会

に
よ
る
生
徒
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
や
保
護

者
対
象
の
大
学
視
察
研
修
の
運
営
、
生

徒
指
導
委
員
会
に
よ
る
「
さ
わ
や
か
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
参

加
、
体
育
後
援
委
員
会
に
よ
る
マ
ラ
ソ

ン
大
会
運
営
支
援
、
広
報
委
員
会
に
よ

る
広
報
誌
の
発
行
、
各
学
年
委
員
会
に

よ
る
学
年
懇
談
会
の
開
催
、
そ
の
他
に

も
研
修
会
等
へ
の
参
加
な
ど
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
諸

活
動
を
通
し
て
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
、
保
護
者
と
教
職
員
が
と
も
に
協
力

し
、
学
校
活
動
を
支
援
で
き
る
P
T
A

活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

本
校
は
大
正
11
年
に
茨
城
県
北
相
馬
郡
北
総
実

修
学
校
と
し
て
創
立
し
、
そ
の
後
、
農
学
校
や
農

園
学
校
へ
の
学
科
改
編
を
経
て
、
平
成
15
年
に
現

在
の
取
手
第
一
高
等
学
校
（
総
合
学
科
）
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
4
年
度
に
は
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

本
校
P
T
A
の
活
動
は
、「
保
護
者
と
学
校
が

顔
の
見
え
る
関
係
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
生

徒
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」を
常
に
考
え
、

よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
雁
耕
祭（
が
ん
こ
う
さ
い
）

（
文
化
祭
）
に
お
け
る
保
護
者
に
よ
る
パ
ン
販
売

で
す
。
取
手
市
内
や
近
隣
市
の
パ
ン
店
か
ら
仕
入
れ
た
パ
ン
は
大
変
好

評
で
、
二
日
間
と
も
開
始
か
ら
約
二
時
間
で
完
売
す
る
人
気
の
催
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
P
T
A
活
動
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
共
働
き
世
帯
が
増

え
る
中
で
、
役
員
会
議
や
委
員
会
活
動
に
参
加
し
に
く
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
度
よ
り
、
役
員
選
出
方
法
を
「
強
制
型
」

か
ら「
参
加
型
」へ
と
改
革
し
ま
し
た
。「
で
き
る
と
き
に
、で
き
る
人
が
、

で
き
る
こ
と
を
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
タ
イ

ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
に
よ
っ
て
人
数
に
偏
り
は
あ
り
ま
す

が
、少
な
い
場
合
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
P
T
A
活
動
に
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
声
を
取
り
入
れ
、
保
護

者
と
学
校
双
方
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
運
営
を
目
指
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
取

り
組
み
が
、
生
徒
た
ち
の
健
や
か
な
学
校
生
活
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ともに歩み支える
PTA活動 

県立日立第一高等学校・附属中学校

伝統を次世代へ
～地域とともに歩むPTA活動
県立潮来高等学校

できる人が、できるときに
─新しいPTA活動
県立取手第一高等学校

大学視察

登校指導 高校生さわやかマナーアップキャンペーン

PTA総会 マナーアップキャンペーン

高校生さわやかマナーアップキャンペーン
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本
校
は
大
正
11
年
に
茨
城
県
北
相
馬
郡
北
総
実

修
学
校
と
し
て
創
立
し
、
そ
の
後
、
農
学
校
や
農

園
学
校
へ
の
学
科
改
編
を
経
て
、
平
成
15
年
に
現

在
の
取
手
第
一
高
等
学
校
（
総
合
学
科
）
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
4
年
度
に
は
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

本
校
P
T
A
の
活
動
は
、「
保
護
者
と
学
校
が

顔
の
見
え
る
関
係
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
生

徒
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」を
常
に
考
え
、

よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
雁
耕
祭（
が
ん
こ
う
さ
い
）

（
文
化
祭
）
に
お
け
る
保
護
者
に
よ
る
パ
ン
販
売

で
す
。
取
手
市
内
や
近
隣
市
の
パ
ン
店
か
ら
仕
入
れ
た
パ
ン
は
大
変
好

評
で
、
二
日
間
と
も
開
始
か
ら
約
二
時
間
で
完
売
す
る
人
気
の
催
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
P
T
A
活
動
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
共
働
き
世
帯
が
増

え
る
中
で
、
役
員
会
議
や
委
員
会
活
動
に
参
加
し
に
く
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
度
よ
り
、
役
員
選
出
方
法
を
「
強
制
型
」

か
ら「
参
加
型
」へ
と
改
革
し
ま
し
た
。「
で
き
る
と
き
に
、で
き
る
人
が
、

で
き
る
こ
と
を
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
タ
イ

ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
に
よ
っ
て
人
数
に
偏
り
は
あ
り
ま
す

が
、少
な
い
場
合
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
P
T
A
活
動
に
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
声
を
取
り
入
れ
、
保
護

者
と
学
校
双
方
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
運
営
を
目
指
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
取

り
組
み
が
、
生
徒
た
ち
の
健
や
か
な
学
校
生
活
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
は
昭
和
57
年
に
創
立
さ
れ
、
本

年
で
創
立
43
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
自

律
・
創
意
・
友
愛
」
の
校
訓
を
指
針
に

各
学
年
8
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
勉
強
も
部

活
動
も
や
り
切
る
！
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
に
！
と
の
思
い
で
活
発
に

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

本
校
P
T
A
組
織
は
、
本
部
役
員
と

各
学
年
委
員
会
、
2
つ
の
専
門
委
員
会

（
教
養
・
広
報
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
報
紙
「
水
桜
」
は
年
3
回
発
行

し
、
生
徒
の
イ
キ
イ
キ
と
し
た
姿
が
毎
回
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
よ
り
毎
年
開
催
と
な
っ
た
水
桜
祭（
文
化
祭
）で
は
、

P
T
A
の
出
店
を
検
討
し
あ
い
、
近
隣
に
あ
る
老
舗
和
菓
子

店
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
で
校
章
を
か
た
ど
っ
た
「
牧
ど
ら
」
を

販
売
。
ポ
ッ
プ
を
書
道
部
と
協
力
し
、
当
日
S
N
S
等
で
も

紹
介
し
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
多
く
の
方
に
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の
教
養
委
員
会
主
催
の
P
T
A

研
修
会
で
は
役
員
・
委
員
だ
け
で
な
く
、
全
校
P
T
A
会
員

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、

「
自
己
肯
定
感
を
育
む
子

育
て
」
の
内
容
で
当
日
多

く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
が
こ
の
学
び
舎
で
充

実
し
た
3
年
間
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
成
長
を
一
番

近
く
で
応
援
し
て
い
け
る

P
T
A
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ともに歩む
PTA活動

県立水戸桜ノ牧高等学校

校舎正面

水桜祭 PTA「牧どら」の販売

本
校
P
T
A
は
昔
な
が
ら
の
色
合
い
が
濃
い
。
地
区
支
部
は
残
っ
て
い
る
し
役
員
は
支
部

よ
り
受
け
た
推
薦
者
が
本
当
に
開
か
れ
る
役
員
選
考
委
員
会
で
選
考
さ
れ
る
。
そ
ん
な
本
校

で
あ
る
が
令
和
7
年
度
の
入
学
者
に
お
い
て
は
加
入
率
1
0
0
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
学
校

や
生
徒
へ
の
期
待
が
高
い
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
P
T
A
と
し
て
は
そ
の
期
待
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
で
あ

る
べ
き
と
考
え
、
今
年
度
は
以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
で
ご
紹
介
す
る
。

・ 

探
Q
D
B
：
探
Ｑ
活
動
を
自
身
の
能
力
を
使
い
手
伝
っ

て
く
れ
る
保
護
者
を
募
集

・ 

役
員
向
け
視
察
会
：
役
員
の
資
質
向
上
を
目
的
に
こ
れ
ま

で
未
公
開
だ
っ
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
の
行
事
を
視
察
す

る
会
を
実
施

・ 

P
T
A
会
費
使
途
精
査
：
全
て
の
支
出
入
を
精
査
し
、「
こ
れ
は
い
い
ね
！
」

と
い
う
も
の
を
P
T
A
広
報
誌
に
て
紹
介

先
日
あ
る
生
徒
達
か
ら
「
う
ち
ら
の
学
校
っ
て
制
限
少
な
い
よ
ね
」
と
言
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
で
生
徒
た
ち
に
よ
る
飲
食
店
運
営
に
制
限
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
ま
し
た
。

本
校
で
は
生
徒
の
学
校
生
活
を
舞
台
に
保
護
者
が
活
躍
す
る
活
動
は
ほ
ぼ
や
っ

て
い
ま
せ
ん
。
文
化
祭
も
広
報
委
員
が
カ
メ
ラ
を
持
ち
ま
す
が
P
T
A
の
手
伝
い

は
一
切
な
し
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

生
徒
が
何
で
も
で
き
る
力
を
持
っ
て
い

る
し
、
そ
れ
を
引
き
出
す
学
校
が
あ
る
。

少
し
寂
し
い
け
れ
ど
、
既
に
始
ま
っ
て
い

る
自
立
を
支
え
て
見
守
る
P
T
A
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

多
く
の
保
護
者
や
先
生
達
と
笑
っ
た
り

泣
い
た
り
し
な
が
ら
学
校
教
育
を
育
て
て

い
け
る
環
境
に
、
私
自
身
も
深
く
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。

生徒と学校の成長を
見守るPTA
県立竹園高等学校

150分みっちり議論した、PTA会費使途精査の様子。 竹園高校外観 雁耕祭（パン販売）

PTA研修会

三重大会は道中はみんなでずっと
学校のことを話して過ごしました。



本
校
は
、明
治
28
年（
1
8
9
5

年
）
に
茨
城
県
中
央
農
事
講
習
所

と
し
て
開
所
さ
れ
、
県
簡
易
農
学

校
、
県
農
学
校
、
県
立
農
学
校
、

県
立
水
戸
農
学
校
を
経
て
、
昭
和

23
年
に
茨
城
県
立
水
戸
農
業
高
等

学
校
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
45
年

に
現
在
の
那
珂
市
へ
移
転
し
、
創

立
以
来
、
県
の
農
業
教
育
の
中
心

的
役
割
を
担
い
、
優
れ
た
農
業
人

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
3
万

人
を
超
え
、
各
分
野
に
わ
た
り
活

躍
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
農
業

科
・
畜
産
科
・
園
芸
科
・
生
活
科

学
科
・
農
業
土
木
科
・
食
品
化
学

科
・
農
業
経
済
科
の
全
日
制
7
学

科
と
昼
間
定
時
制
農
業
科
の
全
8

学
科
で
約
8
0
0
名
の
生
徒
が
学

ん
で
お
り
ま
す
。

創
立
1
3
0
周
年
を
記
念
し

て
、
10
月
29
日
（
水
）
本
校
体
育

館
に
お
い
て
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
に
続
き
、
県
内

で
活
躍
す
る
卒
業
生
4
名
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
水
農
卒
業
生
が

語
る
こ
れ
か
ら
の
茨
城
の
農
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
学
ん

だ
事
と
仕
事
と
の
つ
な
が
り
や
、

茨
城
の
農
業
の
課
題
、
今
後
の
水

戸
農
業
高
校
に
期
待
す
る
こ
と
な

ど
、
自
身
の
思
い
出
話
も
交
え
て
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。結

び
に
こ
れ
ま
で
本
校
を
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
1
3
0
周
年
記
念
式
典

県
立
水
戸
農
業
高
等
学
校

記念式典

周　
年　
行　
事

シンポジウム

本
校
は
、
明
治
38
年
に
「
私
立

潮
来
裁
縫
学
校
」
と
し
て
創
立
さ

れ
ま
し
た
。「
茨
城
県
潮
来
女
子

技
芸
学
校
」「
潮
来
町
立
高
等
女

学
校
」
と
改
め
、昭
和
23
年
に
「
茨

城
県
立
潮
来
高
等
学
校
」
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
24
年
に
は
そ
れ
ま
で
の

「
家
政
科
」
が
「
人
間
科
学
科
」
に
、

平
成
31
年
に
は
「
商
業
科
」
が
「
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
に
そ
れ
ぞ
れ
学

科
改
編
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
1
万

7
0
0
0
人
を
超
え
る
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

創
立
1
2
0
周
年
を
記
念
し

て
、
11
月
22
日
（
土
）、
本
校
体

育
館
に
お
い
て
、
茨
城
県
教
育
委

員
会
教
育
長
を
は
じ
め
多
数
の
御

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
続
き
、
元
潮
来
市
潮
音

寺
副
住
職
、
現
薬
師
寺
の
副
住
職

で
あ
り
ま
す
大
谷
徹
奘
師
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
び
に
こ
れ
ま
で
本
校
を
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
も
に
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
1
2
0
周
年
記
念
式
典

県
立
潮
来
高
等
学
校

本
校
は
、
大
正
5
年
に
龍
ケ
崎

町
立
龍
ケ
崎
女
子
技
芸
学
校
と
し

て
開
校
し
、
改
称
を
重
ね
、
昭
和

24
年
に
茨
城
県
立
龍
ケ
崎
第
二
高

等
学
校
と
な
り
、
現
在
は
普
通
科
・

商
業
科
・
人
間
文
化
科
の
3
学
科

を
有
す
る
全
日
制
高
校
と
し
て
歩

み
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
2
万

2
0
0
0
人
を
超
え
る
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

創
立
1
1
0
周
年
を
迎
え
、
10

月
11
日
（
土
）
に
は
大
昭
ホ
ー
ル

龍
ケ
崎
に
て
記
念
式
典
を
開
催

し
、
記
念
講
演
で
は
二
所
ノ
関
親

方
よ
り
「
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切

さ
」
に
つ
い
て
、
心
に
残
る
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
つ
か
も
と
・
髙
橋
肉
店
・

国
華
堂
と
の
商
品
開
発
や
関
東
鉄

道
竜
ヶ
崎
線
と
の
連
携
な
ど
、
地

域
と
と
も
に
進
め
て
き
た
取
組
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
は
ん
ぺ
ん

コ
ロ
ッ
ケ
」
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
登
録
や
、
龍
ケ
崎
市
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ま
い
り
ゅ
う
」
と
本
校

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
大
親
友
認
定
に

よ
り
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

展
示
で
は
、
全
生
徒
が
製
作
し

た
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
や
数
々
の

取
組
な
ど
を
通
し
て
、
本
校
の
歩

み
と
生
徒
た
ち
の
想
い
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
地
域
と
と
も
に
歩

み
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を

大
切
に
す
る
学
校
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

創
立
1
1
0
周
年
記
念
式
典

県
立
龍
ケ
崎
第
二
高
等
学
校

校長式辞

二所ノ関親方へ花束贈呈（生徒会）ウエルカムボード（全生徒）と龍のドレス

令和8年2月1日 　　第102号（6）茨城県高等学校PTA連合会



周　
年　
行　
事

■
期　

日
：
令
和
7
年
11
月
15
日
（
土
）

■
会　

場
： 

茨
城
県
立
八
千
代
高
等
学
校　

体
育
館

■
参
加
者
：
在
校
生
・
職
員
・
来
賓
・
招
待
者

■
公
演
内
容
：

1
組
目

⑴
演
題　
「
L
G
B
T
Q
」
に
つ
い
て

　

 

自
身
が
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、
L
G
B
T
Q
に
つ
い
て
の

話
を
中
心
に
そ
の
中
に
マ
ジ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
講
演
。

⑵
講
師
名　

魔
法
使
い
ア
キ
ッ
ト

2
組
目

⑴
演
題　

 

ロ
ッ
ク
を
中
心
に
し
た
音
楽
で
記
念
式
典
を
盛
り
上
げ
た
。

⑵
講
師
名　

力
士
団

■
期　

日
：
令
和
7
年
10
月
18
日
（
土
）

■
会　

場
：
本
校
体
育
館

■
参
加
者
： 

3
1
0
名
（
来
賓
・
実
行
委
員
・
生

徒
・
教
職
員
）

■
公
演
内
容
：

⑴
演
奏　

波
崎
は
や
う
ち
太
鼓
保
存
会

　
　
　
　

 

大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
「
B
L
U
E-

H
A
W
K
S
」

　
 

波
崎
は
や
う
ち
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
、
大
洗
高
校

ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
の
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
40
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
未
来
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

■
期　

日
：
令
和
7
年
11
月
8
日
（
土
）

■
会　

場
：
本
校
体
育
館

■
参
加
者
： 

約
2
5
0
名
（
来
賓
、生
徒
、保
護
者
、

教
職
員
）

■
講
演
内
容
：

⑴
演　

題　

 「
夢
を
叶
え
る
3
つ
の
魔
法
」

⑵
講
師
名　

大
畠
崇
央 

氏

■
期　

日
：
令
和
7
年
7
月
5
日
（
土
）

■
会　

場
：
高
萩
市
文
化
会
館

■
参
加
者
： 

約
4
0
0
名
（
全
校
生
徒
・
同
窓
会

役
員
・
P
T
A
役
員
・
教
職
員
）

■
公
演
内
容
：

⑴
内　

容　

 

本
校
校
歌
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
な
ら

び
に
コ
ン
サ
ー
ト

⑵
講
師
名　

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ 

氏

創
立
40
周
年
記
念
式
典

県
立
三
和
高
等
学
校

生徒総合保障制度

スマホで簡単 ! お手続き完了 !

「生徒総合保障制度」「ＰＴＡ総合補償制度」のお問合せ先

ＡＩＧ損害保険 代理店　株式会社 トータルマネージメント
〒310-0805　茨城県水戸市中央2 - 6 - 29　AIG水戸ビル1F

TEL 029-302-6255　　FAX 029-302-6256

スマートフォンやタブレットで、左の
QRコードを読み込むか下記URLま
でアクセスしてください。

https://www-515.aig.co.jp/
adver?sd=0reul7d1-26

茨城県高等学校PTA連合会

　昨今、自転車事故による被害者への高額な賠償責
任が取り沙汰されています。また、お子さまの部活
動や自転車事故等によるおケガや、病気による入院、
いじめ、SNS上での誹謗中傷など、保護者の皆様の
ご心配は尽きないものと存じます。
　AIG損害保険では、お子さまの学校生活へのサポー
トに積極的に取り組んでおります。
　『生徒総合保障制度』は任意加入の保険となりま
す。詳しくはパンフレットをご覧いただくか、下記
バーコードからも簡単にお申込頂けます。

デジタルツールの普及によるネットトラブルについて
　文部科学省から公表された【問題行動・不登校調査】では、パソコンやスマー
トフォンを通した誹謗（ひぼう）中傷といった「ネットいじめ」の認知件数が過
去最多を更新されました。（文部科学省：令和2年度 児童生徒の問題行動・不登
校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要）東京都内の小学6年生の女子
児童が自殺した問題をめぐっては、文部科学省が進める「GIGA（ギガ）スクー
ル構想」で児童に1人1台配備されたタブレット端末のチャット機能を悪用した
いじめが行われた可能性なども指摘されていて、対策が急務となっています。学
校貸与端末などの普及によりお子さまがSNSなどに触れる機会が増え、SNSで
の誹謗中傷や対人トラブルに巻き込まれたり、ストーカーなどのさまざまな被害
事故も増加しております。
　インターネットやスマートフォン、タブレット端末などは、安全に正しく使う
ことができればとても役立つ便利なものです。　しかしながら、事件や犯罪に巻
き込まれるきっかけになるなど、誹謗中傷やいじめの温床になることも事実です。
学校生活だけでなく日々の生活を安心して過ごしていただくため、生徒総合保障
制度では、このような対人トラブルや犯罪被害で精神的ダメージを受けた際、弁
護士・カウンセラーへの相談費用や、解決のための対策費用などを補償する新た
な特約を2022年より導入しました。

創
立
40
周
年
記
念
式
典

県
立
波
崎
柳
川
高
等
学
校

大
正
11
年
設
立
の
北
総
実
修
学

校
の
女
子
部
を
前
身
と
し
、
同
14

年
に
取
手
実
科
高
等
女
学
校
と
し

て
創
立
し
た
本
校
は
、
今
年
で
創

立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
24
年
に
は
校

名
を
現
在
の
「
取
手
第
二
高
等
学

校
」
に
変
え
、
こ
れ
ま
で
2
万
人

余
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。

10
月
25
日
に
は
、
本
校
体
育
館

に
て
盛
大
か
つ
厳
粛
な
る
記
念
式

典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
ご
祝
辞
で

は
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
、
在
校
生

の
活
躍
に
対
す
る
賛
辞
と
激
励
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
、
晴
れ
や
か
で

心
和
む
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
式

典
後
は
さ
か
な
ク
ン
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
さ
か
な
ク
ン
が

お
魚
に
出
会
っ
た
幼
い
こ
ろ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
お
魚
に
ま
つ
わ

る
環
境
問
題
ま
で
、
幅
広
く
興
味

深
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
か
な
ク
ン
の
素
晴
ら
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
持
ち
前
の

サ
ー
ビ
ス
精
神
に
、
会
場
の
す
べ

て
の
人
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
生
徒
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍

で
す
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
制
作

を
は
じ
め
、
家
政
科
の
作
品
展
示
、

「
お
も
て
な
し
隊
」
に
よ
る
接
待
誘

導
、
ス
テ
ー
ジ
転
換
や
照
明
、
学

校
紹
介
動
画
制
作
、
吹
奏
楽
部
演

奏
な
ど
、
実
に
百
名
以
上
の
生
徒

が
参
加
し
作
り
上
げ
た
式
典
は
、

心
に
温
か
く
、
記
憶
に
残
る
素
晴

ら
し
い
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典

県
立
取
手
第
二
高
等
学
校

記念式典

ウェルカムボード

帯結び

ドレス

創
立
50
周
年
記
念
式
典

県
立
八
千
代
高
等
学
校

創
立
20
周
年
記
念
式
典

県
立
高
萩
清
松
高
等
学
校
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川
和
田
篤
史

（
勝
田
・
勝
田
中
等
教
育
）

　

榊
原　

啓
一 

（
麻
生
）

　

小
林　

基
伸 

（
土
浦
二
）

　

阿
久
津
実
幸 

（
八
千
代
）

【
団
体
表
彰
】

　

取
手
第
一
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

 （
令
和
6
年
度
生
徒
指
導
中
央
大

会
発
表
校
）

　

 

日
立
第
一
高
等
学
校
・
附
属

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
令
和
6
年

度
県
連
会
長
所
属
校
）

（
※
主
催
：
茨
城
新
聞
社
、
茨
城
新

聞
茨
城
会
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・

茨
城
県
・
茨
城
県
教
育
委
員
会
）

【
茨
城
県
高
等
学
校
P
T
A
連

合
会
長
賞
】

　

鉄
本　

結
愛 

（
牛
久
高
校
三
年
）

各
地
区
主
催
「
講
演
会
」
報
告

県北地区

■
総
会
（
6
月
25
日
（
水
）
多
賀
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
72
名
）

　

関　

正
彦 

氏
（
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会
講
師
）

「 

や
る
気
を
引
き
出
す
言
葉
の
力　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」

・ 

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
4
ス
テ
ッ
プ
は
、
ス
テ
ッ
プ
1　

受
容
（
事
実
の
受
け
入
れ
）、
ス
テ
ッ
プ
2　

承
認
（
と
ら
え
方
変
換
）

（
あ
る
も
の
変
換
）、
ス
テ
ッ
プ
3　

行
動
（
し
て
ほ
し
い
変
換
）、
ス
テ
ッ
プ
4　

激
励
（
背
中
の
ひ
と
押
し
）。
具
体
例

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
分
か
り
や
す
い
講
演
で
し
た
。

■
研
修
会
（
10
月
29
日
（
水
）
多
賀
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
58
名
）

　

福
島　

清
香 

氏
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

「
や
ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
も
や
っ
て
後
悔
し
た
方
が
良
い　

勇
気
の
出
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

・ 
茨
城
県
水
戸
市
出
身
、
大
学
生
ま
で
陸
上
競
技
を
続
け
、
大
学
時
代
に
音
楽
を
は
じ
め
、
D
A
M
友
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
で
優
勝
、

現
在
は
茨
城
県
や
都
内
を
中
心
に
活
動
中
。

　

講
話
と
楽
曲
を
聴
き
、「
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

水戸地区

■
総
会
（
6
月
17
日
（
火
）
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
分
館
）
71
名
）

　

 

鷲
田　

美
加 
氏
（
株
式
会
社
R
I
O
N　

代
表
取
締
役
）

「
子
ど
も
が
自
ら
踏
み
出
す
一
歩
を
応
援
で
き
る
大
人
に
な
ろ
う 

〜
保
護
者
と
先
生
の
協
働
で
育
む
、
自
己
肯
定
感
〜
」

・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
実
体
験
を
交
え
て
の
子
ど
も
へ
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
声
掛
け
や
激
励
等
、
接
し

方
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
き
参
加
者
一
同
大
変
に
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
研
修
会
（
10
月
24
日
（
金
）
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
67
名
）

　

綿
引　

薫 

氏
（
石
塚
サ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
走
ら
せ
て　

〜
信
じ
あ
え
る
仲
間
と
〜
」

・ 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
来
、
延
べ
約
３
２
，0
0
0
人
の
参
加
者
を
数
え
る
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
営
、
活
動

を
続
け
る
思
い
や
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
高
校
生
の
気
づ
き
・
意
識
の
変
化
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県東地区

■
研
修
会
（
11
月
7
日
（
金
）
鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

レ
イ
ク
エ
コ
ー
56
名
）

　

 

有
川　

保 

氏
（
弁
護
士
）

「
自
分
の
頭
で
考
え
た
ら
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
は
、
い
じ
め
ら
れ
防
止
対
策
推
進
法
と
す
る
の
が
正
し
か
っ
た
」

・ 

い
じ
め
に
つ
い
て
の
事
例
を
た
く
さ
ん
お
も
ち
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
じ
め
に
な
る
の
か
と
、
驚
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
一
般
常
識
的
な
考
え
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
弁
護
士
の
お
立
場
で
考
え
る
と
、
違
う
こ
と
も
あ
る
と
気
づ
き
ま
し

た
。
言
い
に
く
い
こ
と
を
ズ
バ
ッ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
小
気
味
よ
か
っ
た
で
す
。
大
変
勉
強
に
な
っ
た
講
演
会
で
し
た
。

県南地区

■
評
議
員
会
（
5
月
16
日
（
金
）
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
土
浦
81
名
）

・ 

大
学
院
で「
笑
い
と
教
育
」を
研
究
し
た
矢
島
氏
と
、
高
校
英
語
教
員
経
験
の
あ
る
野
村
氏
が
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
他
者
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
即
席
漫
才
な
ど
を
と
り
入
れ
な
が
ら
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
参
加
型
の
楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。

■
研
修
会
（
令
和
7
年
9
月
19
日
（
金
）
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
土
浦
89
名
）

・ 

取
手
一
高
、
藤
代
紫
水
高
の
発
表
に
て
多
彩
な
P
T
A
活
動
の
運
営
の
工
夫
な
ど
を
学
び
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
盲
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
穴
澤
雄
介
氏
に
よ
る
講
演
に
て
美
し
い
演
奏
と
と
も
に
、
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
、
ひ

た
む
き
に
前
向
き
に
人
生
を
楽
し
む
姿
勢
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県西地区

■
評
議
員
会
（
6
月
25
日
（
水
）
野
本
電
設
工
業
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
（
古
河
市
）
1
0
6
名
）

　

久
米　

麻
子 

氏
（
茨
城
県
立
古
河
中
等
教
育
学
校
校
長
）

「
社
会
は
自
分
で
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
自
信
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

・ 

日
本
放
送
協
会
（
N
H
K
）
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
当
時
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
を
取
り
上
げ
て
お
話
を
さ
れ
、
保
護
者

の
方
々
か
ら
は
「
人
が
何
か
を
行
動
に
移
す
時
の
原
動
力
は
共
感
（em

pathy

）
で
あ
る
と
熱
く
語
る
久
米
校
長
に
、
茨
城

県
教
育
の
未
来
を
感
じ
た
。」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

■
研
修
会
（
10
月
28
日
（
火
）
野
本
電
設
工
業
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
（
古
河
市
）
1
1
0
名
）

　

小
林　

晋
平 

氏
（
東
京
学
芸
大
学　

教
育
学
部　

教
授
）

「
な
ぜ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
私
た
ち
大
人
は
答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

・ 

東
京
学
芸
大
学
で
理
論
物
理
学
を
教
え
、
著
作
や
Y
o
u
T
u
b
e
配
信
・
テ
レ
ビ
出
演
等
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

生
が
ス
テ
ー
ジ
で
物
理
の
実
験
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
か
ら
は
「
物
理
が
苦
手
で
し
た
が
、
先
生
に
習
っ
て

い
た
ら
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
物
理
が
好
き
に
な
っ
て
い
た
か
も
と
思
っ
た
。」「
人
が
学
ぶ
理
由
に
つ
い
て
熱
く
語
る
小
林
先
生

の
講
演
を
多
く
の
高
校
生
と
保
護
者
の
方
々
に
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

定時部会

■
定
時
部
総
会
並
び
に
研
修
会
（
9
月
6
日
（
土
））

　

県
立
鹿
島
灘
高
等
学
校
（
リ
モ
ー
ト
開
催
）
30
名
（
定
時
部
P
T
A
）

　

日
立　

円 

氏
（
み
ら
い
幸
房
代
表
）

「
今
日
か
ら
心
が
軽
く
な
る
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
3
つ
の
方
法
」

各地区主催「講演会」報告

各 

種 

表 

彰

善
行
生
徒
表
彰
者

・
審　

査　

 
健
全
育
成
委
員
会

　
　

   

委
員
長　

桃
井　

正
和

（
古
河
中
等
教
育
学
校

P
T
A
会
長
）

菅　
　

愛
己

佐
藤　

興
太

佐
藤　

輝
空

松
尾　

鷹
治

遠
西　

竜
弥

富
田　

旬
祐

玉
造　
　

陽

平
賀　

悠
介

磯
前　

祐
貴

関
根　

直
輝

橋
本　

修
平

武
藤　

絢
音

古
橋　

夢
羽

佐
藤　

蒼
珠

横
田　

蒼
天

髙
橋　

雅
哉

大
木　

勇
吾

丸
山　

紗
和

谷
中　

心
響

大
島　

胡
桃

新
井　

菜
生

堀
江
乃
々
華

吉
澤
彩
也
花

鶴
見　

智
哉

吉
崎　

漣
輝

谷
貝　

弘
喜

榊
原　

端
菜

稲
葉　

楽
南

長
谷
川
良
太

飯
田　

桜
生

（
日
立
一
3
年
）

（
日
立
北
3
年
）

（
日
立
北
3
年
）

（
日
立
北
3
年
）

（
緑
岡
1
年
）

（
緑
岡
1
年
）

（
水
戸
桜
ノ
牧
2
年
）

（
水
戸
桜
ノ
牧
2
年
）

（
水
戸
桜
ノ
牧
3
年
）

（
勝
田
工
業
3
年
）

（
笠
間
2
年
）

（
笠
間
2
年
）

（
東
海
1
年
）

（
鹿
島
3
年
）

（
鹿
島
1
年
）

（
藤
代
2
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
一
3
年
）

（
下
館
工
業
1
年
）

（
下
館
工
業
1
年
）

（
結
城
一
3
年
）

（
結
城
一
1
年
）

（
古
河
一
3
年
）

（
三
和
3
年
）

（
守
谷
3
年
）

　

水
戸
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
団
体
表
彰
】

　

取
手
第
一
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
役
員
等
表
彰
】

　

福
地
秀
太
郎 

（
日
立
一
・
附
属
中
）

　

久
保　

晶
子 

（
事
務
局
）

【
特
別
感
謝
状
】

　

茨
城
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

板
倉　

哲
男 

 

第
73
回
全
国
大
会
茨

城
大
会
実
行
委
員
長

（
水
海
道
二
）

【
個
人
表
彰
】

　

福
地
秀
太
郎 

（
日
立
一
・
附
属
中
）

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長 

武
藤　

直
美（
牛
久
Ｐ
）

副
委
員
長 

鈴
木　

治
子（
磯
原
郷
英
・
長
）

委　

員 

加
藤　

泰
隆（
佐
和
Ｐ
）

 
 

飯
山
美
都
子（
鉾
田
一
・
附
属
中
・
長
）

 
 

小
松
﨑
清
貴（
土
浦
湖
北
Ｐ
）

 
 

櫻
井　

隆
之（
石
岡
一
・
長
）

 
 

柗
山　

幸
恵（
三
和
Ｐ
）

 
 

久
米　

麻
子（
古
河
中
等
・
長
）

 
 

豊
田　

常
明（
多
賀
Ｔ
）

 
 

市
村　

真
弓（
鉾
田
一
Ｔ
）

 
 

根
本　
　

朗（
潮
来
Ｔ
）

 
 

木
谷　
　

僚（
牛
久
Ｔ
）

 
 

鈴
木　

琴
恵
（
伊
奈
Ｔ
）

 
 

梅
原　

敬
子
（
太
田
西
山
Ｔ
）

　

今
年
度
も
各
地
区
の

様
々
な
活
動
や
学
校
行
事

な
ど
広
報
誌
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
活
動
に
お
い
て

も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

1
0
2
号
の
発
行
が
出
来

ま
し
た
事
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
子
供
達
の
た
め

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き
ま

す
よ
う
ご
尽
力
頂
け
た
ら

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

原
稿
、
作
品
を
お
寄
せ

頂
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
武
藤　

直
美
記
）

あ　
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「斜陽」
県立伊奈高等学校
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令和8年2月1日 　　第102号（8）茨城県高等学校PTA連合会


